
前橋市 都市計画部 市街地整備課
課長 纐纈 正樹

前橋市における官民連携まちづくりについて前橋市における官民連携まちづくりについて

２０２２年まちづくりアワード実績部門 特別賞受賞

２０２０年先進的まちづくり大賞 国土交通大臣賞受賞
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２０２５年まちづくりアワード実績部門 国土交通大臣賞受賞
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前橋市の紹介
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かつての前橋市の中心市街地

まちなかの変遷



4月

馬場川通りプロジェクトの本格着手

マチスタントの取組開始

9月 まちづくり分野で全国初のSIB導入

2021

4月 MDCを都市再生推進法人に指定
12月 白井屋ホテル開業

2020

6月
デジタル田園都市国家構想TYPE2・3採択
→GunMaaS、めぶくIDスタート

10月 めぶくグラウンド㈱設立
10月 前橋BOOKFES初開催

2022

2018

4月 馬場川通り再整備
9月 太陽の会が一般社団法人化

2024

5月 ポートランドへ

官民で視察

2017

5月 まえばしガレリア竣工
12月 広瀬川レンガプロジェクト
12月 めぶくPayリリース

2023

6月「前橋まちなかエージェンシー（MMA）」発足

8月 前橋ビジョンめぶく策定

→太陽の会が発足

2016

7月 前橋商工会議所「Green＆Relax」策定
9月 「前橋市アーバンデザイン」策定
11月 前橋デザインコミッション（MDC）設立

2019
・アーバンデザインの策定開始
・マイタク事業開始

2025
4月 クリエイティブシティ構想

空間デザイン国際コンぺ最優秀作品決定
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官民連携の変遷



【2025.4現在 65会員】

太陽の会



正会員 賛助会員 （計）

法人会員 72 14 86

個人会員 19 62 81

（総計） 167

年会費総額 ￥11,100,000

2023.8現在

<推進体制>
➢役員：理事8、監事2
➢常勤：事務局長兼企画局長１、事務局１
➢兼業ｽﾀｯﾌ：３⇒広報宣伝ﾌﾟﾛ
➢ 研修・人材育成ﾌﾟﾛ

 ﾃﾞｰﾀｻｲｴﾝﾃｨｽﾄ

主な活動

※

➢アーバンデザインの啓発・ブラッシュアップ

➢都再法人としてモデルプロジェクトの推進

➢まちづくりプレーヤーの支援・発掘・育成

➢エリアマネジメント支援

※都市再生推進法人（2020年4月指定）

前橋市デザインコミッション



【前橋市中心市街地 官民連携事業一覧】令和５年４月
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前橋市アーバンデザイン
ビジョンプラン編

8

2019年9月策定



民間事業者

前橋市アーバンデザイン

＜４つのモデルプロジェクト＞

けやき並木通り

広瀬川河畔

馬場川通りなど

駐車場の広場化

公共空間の利活用をテーマに社会実験等を取り入れながら「まちの変化」
を具体的に可視化する先駆的なプロジェクト

アクションプラン編
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2019年9月策定



■道路空間の利活用

けやき並木通り
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けやき並木通りプロジェクト



(1)テーマ

(2)対象範囲 県庁～前橋駅区間(約１．５km）、県民広場

①県庁～前橋駅の道路の空間デザイン

②県庁前の県民広場の空間デザイン

(4)提案内容

(5)前提条件 ①ターゲットイヤー ２０４０年（技術革新などの想定年度）

②事業費の上限額 ７０億円（道路再編60億円、県民広場10億円）

③道路空間の条件
・県庁～本町二丁目：トランジットモール
・本町二丁目～前橋駅：公共交通専用レーン及び一般交通レーン
・本町二丁目交差点（五差路）：平面四差路

(3)賞金 最優秀者:2,500万円(１者)、一次審査通過者:100万円(4者)(※１)

【具体的な項目】

・基本的な考え方を示すデザインコンセプト

・事業実施にあたっての実現プロセス

・交通処理計画

・全体平面図、区間毎の拡大平面図及び断面図

・道路空間や県民広場などのイメージパース など

※１ 一次通過者５者の中から、最優秀者１者を選定

(6)その他 最優秀者には、「県庁～前橋駅の道路空間デザイン」及び「県民広場
の空間デザイン」の基本設計に係る随意契約交渉権を付与する。

１次
審査

最優秀者
選定

第2回コンペ
審査委員会
（10月4日）

コンペ
公告

R7年3月22日

デザインコンペ

10月24日

募集要項
磨き上げ

第3回
推進協議会
（R6年10月1日）

２次
審査

地元調整等

調整
反映

調整
反映

推進協議会、まちづくり会議等

１.コンペの概要

２.スケジュール

『世界に誇れる持続的な県都の発展を目指し、
革新的な都市機能の充実を図る未来のまちづくり』

道路空間の基本的な考え方

中心市街地周辺拡大図

12月27日 4月10日公表

都市空間デザイン国際コンペ 実施主体：群馬県

イメージパース（道路空間）

※イメージパースは提案時点のものであり、今後変更となる場合があります



広瀬川河畔プロジェクト

賑わい化の拠点１ 『交水堰周辺』

千代田三丁目土地区画整理事業

賑わい化の拠点２ 『太陽の鐘周辺』

太陽の鐘

リノベーションまちづくり

■水辺空間の利活用

広瀬川河畔イメージ

広瀬川河畔
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馬場川通り

馬場川

馬場川通り～中央通り
千代田通り～銀座通り

馬場川通りイメージ

延長＝約２００ｍ 水路・歩道・道路等

公共施設を「民間資金」で「民間団体」が再整備

馬場川通りプロジェクト

■道路空間の再配分による利活用

馬場川通りプロジェクト



馬場川地元会

馬場川通りプロジェクト事務局（MDCがプロマネ、資金管理、契約行為）

土木設計会社 基本計画ﾁｰﾑ 建設会社

公共空間整備・民間建物改修・エリマネ体制構築

馬場川地元会 前橋市
日常管理 公共的管理・修繕

竣工後寄付

前橋市MDC

都市利便増進協定

MDC、前橋市等

民間寄付

太陽の会

市長認定

都市利便増進協定を活用したスキーム

15



ソーシャル・インパクト・ボンド＆アーバンデザインファンド
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2020年度
・先進的まちづくり大賞 国土交通大臣賞

2023年度
・全国エリアマネジメントネットワーク研究交流会 アワード
・地域再生大賞（NHK、共同通信、全国地方紙主催）優秀賞

2024年度
・ジャパンタイムズSustainable Japan Award 優秀賞
・日本空間デザイン大賞：KUKAN OF THE YEAR（最高賞）
日本経済新聞社賞、公共空間部門金賞、サステナブル賞

・土地空間活用モデル賞 都市みらい推進機構理事長賞
・グッドデザイン賞 Best100
・ウッドデザイン賞奨励賞（審査委員長賞）
・日本ファシリティマネジメント大賞 優秀ファシリティマネジメント賞
※日本建築学会賞、IFデザインアワード（ドイツ）：最終審査段階

2025年度
・まちづくりアワード 実績部門 国土交通大臣賞



行政の積極的な
掘り起こしアーバンデザイン(まちづくりの指針)

遊休不動産調査

地元自治会、住民へのヒアリング

不動産オーナーへの啓発、意向確認

事業者のマッチング 遊休不動産のマッチング

事業化(開業)

事業計画(地域課題の共有)

対面によるヒアリング、UDの説明

地域の方やまちなか出店者からの紹介

まち歩き①(まちの動きの紹介)

まち歩き②(エリア検討、内見など)

【不動産オーナー】 【事業オーナー】約200名
（R6.10時点）

約250名
（R6.10時点）

マチスタントの取り組み



マチスタントの取り組みにより出店した店舗など
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主な業務機能・集客施設等の立地状況











千代田町中心拠点地区第一種市街地再開発事業



前橋市アーバンデザイン

（目標）
職：住⇒３：１

（現状）
職：住⇒1.9：１

26

昼夜間人口のバランス（職住比率の最適化）



前橋市アーバンデザイン
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